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取引先慶弔見舞金規程

（目的）
第１条　この規程は、取引先への慶弔見舞金について、範囲や金額などを定める。

（慶弔の範囲）
第２条　慶弔見舞金を支給する慶弔事の範囲を、次のとおりとする。

　(1)　本人結婚
　(2)　子女の結婚

　(3)　社屋の落成

　(4)　社長就任
　(5)　創業記念（10周年、20周年など取引先が祝賀行事を行う場合）

　(6)　叙勲

　(7)　昇進・栄転

　(8)　退職（せん別金）

　(9)　死亡（香典）

　(10)　災害

（金額）
第３条　贈呈する金額の基準は、別表のとおりとする。

（物品の贈呈）
第４条　同額程度の品物を贈ることによって慶弔見舞金の支給に代えることができる。

（心得）
第５条　社員は、取引先の慶弔事についての情報を入手したときは、速やかに上司に報告することとする。贈呈に当たっては、相手の意向を十分に尊重し、相手が受取りを辞退したときは、慶弔見舞金を差し控える。

（基準外の対応）
第６条　取引先との関係や世間水準などから、この規定に定める基準を適用しないほうがいいと考えられるときは、社長の決裁を得て別途見舞金額を決定するものとする。

付　　則

（施行）
第７条　この規定は、平成○年○月○日から施行する。

◆別表　慶弔見舞金基準一覧

	
	
	
	（単位：円）

	
	慶弔の種類
	重要な取引先
	通常の取引先

	１
	本人結婚
	50,000
	30,000

	２
	子女の結婚
	30,000
	10,000

	３
	社屋の落成
	 100,000
	50,000

	４
	社長就任
	50,000
	30,000

	５
	創業記念
	30,000
	10,000

	６
	叙勲
	30,000
	10,000

	７
	昇進・栄転
	20,000
	10,000

	８
	退職（せん別金）
	10,000
	10,000

	９
	死亡（香典）
	30,000
	10,000

	10
	災害（会社）
	50,000
	30,000
































